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勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
改

修
計
画
策
定
業
務
委
託
料
の

内
容
は
。

今
回
の
調
査
で
は
建
物
の

劣
化
状
況
等
の
全
容
を

把
握
し
、
大
規
模
改
修

工
事
の
手
法
を
検
討

し
、
実
施
設
計
へ
の
反

映
を
行
う
。

今
後
の
計
画
は
。

文
化
施
設
の
基
本

構
想
を
策
定
し
、
新
施

設
で
の
管
理
運
営
計
画

の
予
算
を
計
上
す
る
予

定
で
あ
る
。
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
意
見
収
集
や
文
化
振

興
審
議
会
に
諮
問
を
行
い
検
討

し
て
い
く
。
今
後
、
工
事
期
間

の
調
整
や
施
設
の
最
適
な
整
備

手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

内
容
は
。

全
公
共
施
設
1
6
5

施
設
と
民
間
の
認
可
保
育

施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
緊

急
点
検
を
実
施
し
た
。
調

査
の
方
法
は
、
担
当
課
及

び
建
築
課
等
の
専
門
職
員

に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
計

測
と
控
え
壁
の
有
無
及
び

設
置
の
間
隔
に
加
え
て
、

傾
き
、
ひ
び
割
れ
、
ぐ
ら

つ
き
の
有
無
な
ど
を
調
査

し
た
。今

後
の
対
応
策
は
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修

ま
で
の
間
は
、
注
意
喚
起

や
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し

対
応
す
る
。

民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

対
策
の
補
助
制
度
の
考
え

は
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
の

補
助
制
度
は
、
生
け
垣
設

置
奨
励
金
が
あ
る
。
こ
れ

は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
、

生
け
垣
を
植
栽
し
た
場
合

に
５
万
円
を
限
度
と
し
て

奨
励
金
を
支
払
う
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
の

動
向
も
注
視
し
て
い
く
。

児
童
や
生
徒
の
通
学

路
の
対
応
は
。

主
要
な
通
学
路
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
を

夏
季
休
業
中
に
実
施
す
る

よ
う
依
頼
し
、
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
は
各
学
校
作

成
の
通
学
路
マ
ッ
プ
に
記

載
し
報
告
を
受
け
て
い
る
。

現
在
は
児
童
の
自
宅
か
ら

通
学
班
集
合
場
所
ま
で
の

区
間
な
ど
の
細
部
の
道
路

状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

　

避
難
訓
練
や
各
学
級
の

安
全
指
導
の
中
で
、
具
体

的
な
場
面
を
取
り
上
げ
、

児
童
生
徒
が
自
分
自
身
の

判
断
で
身
を
守
っ
た
り
、

迅
速
に
避
難
し
た
り
す
る

行
動
に
つ
い
て
指
導
し
て

い
る
。

新
た
な
文
化
拠
点
の

整
備
に
向
け
て

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
改
修
計

画
策
定
業
務
委
託
料

補
正
額
…
１
２
５
２
万
８
千
円

　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
改
修
計
画
の
予
算
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
ホ
ー
ル
を
含
め
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
に
改

修
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
阪
府
北
部
地
震
を
受
け
、
市
内
の
全
公
共
施
設
や
民
間
の
認
可
保
育
園
な
ど

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
緊
急
点
検
を
実
施
し
、
必
要
な
安
全
対
策
の
た
め
の
予
算
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

環
境
整
備

上
野
台
小
学
校
の
増
築

　

上
野
台
小
学
校
の
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
校
舎
の
増
築

が
行
わ
れ
ま
す
。
設
計
か
ら
施
工
ま
で
一
括
し
て
行
い
、
来

年
度
４
月
か
ら
校
舎
が
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

建
物
の
リ
ー
ス
方
式
か
ら

買
い
取
り
方
式
に
変
更
し
た
経

緯
は
。今

後
、
上
野
台
小
学
校
の

児
童
数
の
増
加
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

校
舎
の
増
築
を
検
討
し

て
き
た
が
、
建
物
校
舎

の
リ
ー
ス
契
約
で
は
起

債
や
補
助
金
の
活
用
が

で
き
な
い
の
に
加
え
、

割
賦
で
支
払
う
こ
と
に

な
る
。
今
回
は
国
か
ら

の
補
助
の
見
通
し
が
つ

い
た
こ
と
か
ら
、
建
物

校
舎
の
設
計
か
ら
施
工

ま
で
一
括
し
て
行
い
、

リ
ー
ス
方
式
か
ら
買
い

取
り
方
式
に
変
更
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
来
年
度
か
ら
供
用
を

開
始
し
、
子
ど
も
た
ち
に
良
質

な
教
育
環
境
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

提
出
議
案
と
審
議
結
果

◎
全
員
賛
成　

○
賛
成
多
数　

・
否
決

改修が予定される勤労福祉センター

… 

平
成
29
年
度
決
算 

…
…

○
一
般
会
計

○ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○ 

介
護
保
険
特
別
会
計

○ 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

◎ 

水
道
事
業
会
計

◎ 

下
水
道
事
業
会
計

 

以
上
、
認
定

… 

平
成
30
年
度
補
正
予
算 

…
…

○ 

一
般
会
計
（
第
２
号
）

○ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

○ 

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

○ 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計　

　

（
第
１
号
）

 

以
上
、
可
決

… 

条
例
の
一
部
改
正 

…
…

○ 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◎ 

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

 

以
上
、
可
決

… 

契
約
の
締
結 

…
…

◎ 

弓
道
場
建
設
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結

 

可
決

… 

人
事 

…
…

◎ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

 

同
意

… 

そ
の
他 

…
…

◎ 

道
路
線
の
変
更
（
１
件
）

◎ 

道
路
線
の
認
定
（
４
件
）

◎ 

財
産
の
取
得

 

以
上
、
可
決

… 

意
見
書 

…
…

◎ 

障
が
い
者
雇
用
の
法
定
雇
用
率
水
増

し
の
再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書

 

可
決

・ 

教
職
員
の
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め

に
定
数
増
員
を
求
め
る
意
見
書

・ 

農
業
政
策
を
転
換
し
食
料
自
給
率
の

向
上
を
求
め
る
意
見
書

 

以
上
、
否
決

全
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

調
査

ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
に
関
す
る
修
繕
費
等

補
正
額
…
８
２
８
３
万
３
千
円

施　設　名 予　算　額

上福岡三丁目町内会集会所 144万8千円 

上福岡四丁目町内会集会所 25万4千円

北野ゲートボール場 302万4千円

東台放課後児童クラブ 168万5千円

松栄子ども広場 15万円　　 

はらはら公園 45万円　　 

大井小学校、福岡小学校、駒西小学

校、鶴ケ丘小学校、西小学校、亀久

保小学校、三角小学校

5026万6千円

施　設　名 予　算　額

大井中学校、大井西中学校 1414万7千円 

大井中央公民館武蔵野分館 211万7千円 

大井中央公民館江川分館 140万4千円 

大井中央公民館三角分館 47万3千円 

大井中央公民館亀久保西分館 149万1千円 

上福岡西公民館 530万9千円 

上福岡西公民館分室 61万5千円 

合計 8283万3千円 

補正予算で計上されたブロック塀対策予算

障がい者雇用の法定雇用率水増しの
再発防止を求める意見書

　市議会では、中央省庁で障がい者雇用数が実際よりも多く計上されていたことを受け、国に

対して原因究明と法定雇用率の達成に向けた取り組み、障がい者雇用の実態をチェックする仕

組みづくりなどを求めた意見書を全員賛成で可決しました。

　意見書は平成30年９月19日付けで内閣総理大臣及び厚生労働大臣に提出しました。

　 ●意見書の全文は市議会ホームページまたは議会図書室でご覧になれます。


